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(57)【要約】
【課題】防護柵に車両による衝撃が加わった際の、衝突
荷重を吸収させると共に、防護柵用支柱のベース部の捲
り上げについての対策が講じられた支柱を備えた防護柵
を提供する。
【解決手段】前記後フランジ部５は、前記前フランジ部
４の横ビーム取付板部４５と相対向して上方に向けて立
ち上がる支持板部５１の下端を屈曲部５２として、この
屈曲部５２から後方側に下り傾斜状で張り出された張出
板部５３が形成され、該張出板部５３の下端がベース部
３の上面３１に取付けられているため、後フランジ部５
は下端、すなわち張出板部５３の下端で傾倒されず、前
記屈曲部５２を支点にして後方側に傾倒されることから
、ベース部３の前側部分を捲り上げる方向の力が低減さ
れ、前側部分の捲り上げが抑制される。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　道路側縁の地覆部に立設された支柱の間に横ビームが取付けられた防護柵であって、前
記支柱は、支柱本体と平板状のベース部とを備え、前記支柱本体は、前後に相対する前フ
ランジ部及び後フランジ部と、前後両フランジ部を連結する連結板部とからなる断面略Ｈ
型となされ、前記前フランジ部は、その下端がベース部の上面に取付けられると共に、横
ビームが取付けられる横ビーム取付板部が上方に向けて立ち上げられ、前記後フランジ部
は、前記前フランジ部の横ビーム取付板部と相対向して上方に向けて立ち上がる支持板部
が前フランジ部の幅より細幅で形成されると共に、下部において前記支持板部より後方側
に張り出された張出板部の下端がベース部の上面に取付けられ、前記ベース部は、前後部
にそれぞれ設けられたアンカーボルト挿通用孔にアンカーボルトが挿通されて地覆部に固
定されると共に、前後部の前記アンカーボルト挿通用孔のいずれもが、ベース部の上面に
それぞれ取付けられた前フランジ部の下端と後フランジ部の張出板部の下端との間に設け
られていることを特徴とする防護柵。
【請求項２】
　前記前フランジ部は、ベース部の上面に下端が取付けられて前記上面から垂直に立ち上
がる垂直立上部と、該垂直立上部の上端を第１の屈曲部として、この第１の屈曲部から斜
め後方に向けて傾斜状に立ち上がる傾斜部と、該傾斜部の上端を第２の屈曲部として、こ
の第２の屈曲部から上方に向けて立ち上がる横ビーム取付板部とを備え、前記後フランジ
部は、前記前フランジ部の横ビーム取付板部と相対向して上方に向けて立ち上がる支持板
部の下端を屈曲部として、この屈曲部から後方側に下り傾斜状で張り出された張出板部が
形成され、該張出板部の下端がベース部の上面に取付けられていることを特徴とする請求
項１に記載の防護柵。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に道路や橋梁の側縁の地覆部上に設けられた支柱に横ビームが取付けられ
た防護柵に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、支柱に横ビームが取付けられて形成された防護柵の支柱として、例えば、道路に
面する前面フランジと、この前面フランジの後方に配置された前記前面フランジより細幅
の後面フランジと、前面フランジと後面フランジとを繋ぐウェブとを備え、そして前面フ
ランジは下端が溶接によりベース部（後記の特許文献１では台座と称している。）の前端
面に取付けられ、また後面フランジはその下端が前記ベース部の上面に取付けられると共
に、前記ベース部には後面フランジを挟んでその前後部にそれぞれ２個一対のボルト挿通
孔が設けられ、該ボルト挿通孔にアンカーボルトを挿通して、道路に固定するようになさ
れた防護柵用支柱を備えた防護柵が開示されている（特許文献１の図２、４参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１３８４２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献１に記載された防護柵用支柱は、後面フランジの幅を前面フランジより細
幅として、車両等の衝突によって、この支柱の前面フランジに後方向の衝突荷重が作用し
た場合に、該支柱を後方側に傾倒させることにより、該衝突荷重を吸収させ、もって衝突
車両が受ける衝撃や損傷を緩和するようにしたものと思われる。
【０００５】
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　しかしながら、上記支柱は、前面フランジの下端がベース部の前端面に取付けられてい
るため、車両が衝突して前面フランジを後方側に傾倒させる荷重が加わった場合に、前面
フランジからはベース部の前端部を捲り上げる方向の力が強く加わり、またベース部は２
個一対のボルト挿通孔が後面フランジを挟んで前後部にそれぞれ形成され、このボルト挿
通孔に挿通された計４個のアンカーボルトによって、道路に固定するようになされている
が、車両が衝突して後面フランジを後方側に傾倒させる荷重が加わった場合に、この後面
フランジを支点としてベース部の前側部分を捲り上げる方向の力が加わることから、この
ベース部の前側部分を捲り上げる方向の力に対しては、後面フランジと前面フランジとの
間に設けられた前部のボルト挿通孔に挿通された２個のアンカーボルトが主に受けること
となり、この前部の２個のアンカーボルトに強い力が加わると思われる。
【０００６】
　したがって、上記防護柵用支柱においては、前面フランジによるベース部の前端部の捲
り上げや、後面フランジを支点としてベース部の前側部分の捲り上げによる前部のアンカ
ーボルトに加わる強い力に対して、対策を講じるための設計上の工夫が必要であると思わ
れる。
【０００７】
　本発明は、前記の如き問題点を解消し、防護柵に車両による衝撃が加わった際の、衝突
荷重を吸収させると共に、防護柵用支柱のベース部の捲り上げについての対策が講じられ
た支柱を備えた防護柵を提供せんとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は次のような構成としている。
　すなわち、本発明に係る第一の防護柵は、道路側縁の地覆部に立設された支柱の間に横
ビームが取付けられた防護柵であって、前記支柱は、支柱本体と平板状のベース部とを備
え、前記支柱本体は、前後に相対する前フランジ部及び後フランジ部と、前後両フランジ
部を連結する連結板部とからなる断面略Ｈ型となされ、前記前フランジ部は、その下端が
ベース部の上面に取付けられると共に、横ビームが取付けられる横ビーム取付板部が上方
に向けて立ち上げられ、前記後フランジ部は、前記前フランジ部の横ビーム取付板部と相
対向して上方に向けて立ち上がる支持板部が前フランジ部の幅より細幅で形成されると共
に、下部において前記支持板部より後方側に張り出された張出板部の下端がベース部の上
面に取付けられ、前記ベース部は、前後部にそれぞれ設けられたアンカーボルト挿通用孔
にアンカーボルトが挿通されて地覆部に固定されると共に、前後部の前記アンカーボルト
挿通用孔のいずれもが、ベース部の上面にそれぞれ取付けられた前フランジ部の下端と後
フランジ部の張出板部の下端との間に設けられていることを特徴とするものである。
【０００９】
　また本発明に係る第二の防護柵は、前記構成に加えて、前記前フランジ部は、ベース部
の上面に下端が取付けられて前記上面から垂直に立ち上がる垂直立上部と、該垂直立上部
の上端を第１の屈曲部として、この第１の屈曲部から斜め後方に向けて傾斜状に立ち上が
る傾斜部と、該傾斜部の上端を第２の屈曲部として、この第２の屈曲部から上方に向けて
立ち上がる横ビーム取付板部とを備え、前記後フランジ部は、前記前フランジ部の横ビー
ム取付板部と相対向して上方に向けて立ち上がる支持板部の下端を屈曲部として、この屈
曲部から後方側に下り傾斜状で張り出された張出板部が形成され、該張出板部の下端がベ
ース部の上面に取付けられていることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る第一の防護柵によれば、支柱において、前フランジ部の横ビーム取付板部
と相対向して形成された後フランジ部の支持板部が、前フランジ部の幅より細幅で形成し
ているので、車両等の衝突によって、前面フランジに後方向の衝突荷重が作用した場合に
、支柱が後方側に傾倒され、この傾倒によって、衝突荷重が吸収されて、衝突車両が受け
る衝撃や損傷が緩和される。
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【００１１】
　また前フランジ部の下端はベース部の前端面に取付けられておらず、ベース部の上面に
取付けられているので、車両が衝突して前面フランジを後方側に傾倒させる荷重が加わっ
た場合においても、ベース部の前端部を捲り上げる方向の力が強く加わらず、ベース部の
前端部の捲り上げが抑制される。
【００１２】
　さらに、ベース部の前後部にそれぞれ設けられたアンカーボルト挿通用孔のいずれもが
、ベース部の上面にそれぞれ取付けられた前フランジ部の下端と後フランジ部の張出板部
の下端との間に設けられているので、車両が衝突して後フランジ部を後方側に傾倒させる
荷重が加わった場合において、この後フランジ部を支点としてベース部の前側部分を捲り
上げる方向の力が加わっても、このベース部の前側部分を捲り上げる方向の力を、前後部
のアンカーボルト挿通用孔に挿通された少なくとも４個のアンカーボルトが受けることと
なるので、各アンカーボルトが受ける力が分散され、前部のアンカーボルトに極端な強い
力が加わると言った不都合がなくなる。
【００１３】
　次に本発明に係る第二の防護柵によれば、前フランジ部に前記構成の第１の屈曲部と第
２の屈曲部とが形成されているので、車両等の衝突によって、前フランジ部に後方向の衝
突荷重が作用した場合に、第１の屈曲部及び第２の屈曲部の部分が後方側に引き伸ばされ
て、効果的に支柱が後方側に傾倒される。
【００１４】
　また後フランジ部は、前記構成の屈曲部が形成されると共に、この屈曲部から後方側に
下り傾斜状で張り出された張出板部が形成されているので、後フランジ部は下端、すなわ
ち張出板部の下端で傾倒されず、前記屈曲部を支点にして後方側に傾倒されることから、
ベース部の前側部分を捲り上げる方向の力が低減され、前側部分の捲り上げが抑制される
。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係る防護柵において実施の一形態を示す、（イ）は正面図、（ロ）は側
面図である。
【図２】図１に示す実施形態における支柱の、（イ）は正面図、（ロ）は側面図、（ハ）
は背面図、（ニ）は平面図である。
【図３】（イ）は図２（ロ）のＡ－Ａ断面図、（ロ）は図２（ロ）のＢ－Ｂ断面図である
。
【図４】図１に示す実施形態における支柱下部近傍の、（イ）は正面図、（ロ）は側面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、本発明を実施するための最良の形態について図面を参照し、具体的に説明する。
　図面において、１は道路側縁の地覆部に立設された支柱、２は支柱１の間に架設された
横ビームであり、本発明に係る防護柵Ｐは支柱１と横ビーム２とを備え、更に支柱１は、
地覆部に固定されるベース部３と、ベース部３上面に取付けられる前後フランジ部４，５
及びその間に配置される連結板部６とを備える支柱本体７とを備えている。
【００１７】
　支柱１は、図１に示すように、車両が車道から飛び出すのを防止するための防護柵Ｐに
おいて、横ビーム２を支持するものであり、道路や橋梁の側縁に形成される地覆部に立設
されている。
【００１８】
　横ビーム２は、支柱１の間に取付けられるものであり、車両が衝突した際の衝撃に必要
な強度を考慮すると、強度的に安定しておりコストの安い鋼材を適宜加工したものが好適
に用いられる。尚、耐食性を向上させるために、鋼材に亜鉛めっきや塗装を施してもよい
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。又、本実施形態では、横ビーム２の断面形状は、円形であるが方形状或いは矩形状でも
よい。
【００１９】
　支柱１は、支柱本体７と該支柱本体７をその上面に立設するための台座となるベース部
３とを備え、前記支柱本体７は、前後に相対する前フランジ部４及び後フランジ部５と、
前後両フランジ部４、５を連結する連結板部６とからなる断面略Ｈ型となされ、その下端
が地覆部に固定されるベース部３上面に取付けられている。
【００２０】
　前フランジ部４は、上下方向が長辺となり、左右方向が短辺となる下端から上端に至る
ほぼ等幅の正面視縦長の長方形板状体であり、上部に横ビーム取付板部４５が設けられ、
その横ビーム取付板部４５に防護柵Ｐの横ビーム２が取付けできるように構成されている
。
【００２１】
　かかる前フランジ部４の構成を詳細に説明すると、本実施形態では、ベース部３の上面
３１に下端が取付けられて該上面３１から垂直に立ち上がる垂直立上部４１と、該垂直立
上部４１の上端を第１の屈曲部４２として、この第１の屈曲部４２から斜め後方に向けて
傾斜状に立ち上がる傾斜部４３と、該傾斜部４３の上端を第２の屈曲部４４として、この
第２の屈曲部４４から上端に向けて垂直に立ち上がる横ビーム取付板部４５とが形成され
、そして前記横ビーム取付板部４５に横ビーム２が取付けられている。したがって、第１
の屈曲部４２は第２の屈曲部４４より前方側に位置している。また、垂直立上部４１の下
端がベース部３の上面３１の前方側に溶接等による接合手段を介して取付けられている。
【００２２】
　前記横ビーム取付板部４５は、前面に横ビーム２が取付け可能な取付部４５ａが設けら
れている。本実施形態では、取付部４５ａは、横ビーム取付板部４５において後方側に凹
んだ側面視凹円弧状に形成され、その凹円弧状の取付部４５ａに横ビーム２の背面側が当
接されてボルト・ナットで固定されている。尚、取付部４５ａの他の実施形態としては、
横ビーム取付板部４５に別体の取付具を取付け、これを取付部４５ａとして横ビーム２を
取付ける形態を挙げることができる。さらに、前フランジ部４の上端には、最上段の横ビ
ーム２を固定するための凹状の受け部４５ｂが形成されている。
【００２３】
　尚、前フランジ部４の形態は本実施形態に限られるものではない。垂直立上部４１、傾
斜部４３、横ビーム取付板部４５とが側面視において連続的な緩やかな曲面に接合された
ものでもよく、或いは、側面視において略直線上に接合されたものでもよい。又、複数の
部材を接合させてもよく、１個の板材を折り曲げ加工して形成したものを用いてもよい。
【００２４】
　次に、後フランジ部５は上下方向が長辺となり左右方向が短辺となる正面視縦長の長方
形板状体であり、該後フランジ部５の横幅は、下端から上端に至る略等幅であって、かつ
前記前フランジ部４の横幅よりも細幅で形成されていると共に、前記前フランジ部４の横
ビーム取付板部４５と相対向して上方に向けてほぼ上端まで立ち上がる支持板部５１が形
成され、その支持板部５１の下端を屈曲部５２として、該屈曲部５２から後方側に下り傾
斜状で張り出された張出板部５３が延設され、該張出板部５３の下端がベース部３の上面
３１に溶接等の適宜手段で取付けられている。
【００２５】
　尚、後フランジ部５の形態は本実施形態に限られるものではない。張出板部５３と支持
板部５１とが側面視において連続的な緩やかな曲面に接合されたものでもよく、或いは、
側面視において略直線上に接合されたものでもよい。又、複数の部材を接合させてもよく
、１個の板材を折り曲げ加工して形成したものを用いてもよい。
【００２６】
　連結板部６は、上下方向が長辺となり前後方向が短辺となる板状体であって、前フラン
ジ部４と後フランジ部５とを連結すべく前後フランジ部４、５の間に配置されており、連
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結板部６の前端面部６１が前フランジ部４の背面の上下に亘って接続され、後端面部６２
が後フランジ部５の前面の上下に亘って接続されている。また、連結板部６の下端面部６
３は、前後端部が切欠かれ、その残余の中央部分がベース部３の上面３１に取付けられて
いる。そして、連結板部６を挟んで、ベース部３の左右のアンカーボルト挿通用孔３４、
３５が配置されている。
【００２７】
　ベース部３は、平板状に構成されており、その上面３１及び下面３２は平面であり互い
に平行となっている。そしてベース部３には、地覆部に支柱１を立設させるために、地覆
部上面から上方に突設されたアンカーボルトＢが挿通可能なアンカーボルト挿通用孔３３
、３４が上下方向に貫通して設けられている。
【００２８】
　アンカーボルト挿通用孔３３、３４は、ベース部３の上面３１に取付けられた前フラン
ジ部４の下端である垂直立上部４１の下端と後フランジ部５の下端である張出板部５３の
下端との間の前部と後部とにおいて、それぞれ、支柱本体７の連結板部６を挟んで、ベー
ス部３の左右に離間して少なくとも２個ずつ形成されている。すなわち、ベース部３の上
面３１に取付けられた前フランジ部４の垂直立上部４１の下端と後フランジ部５の張出板
部５３の下端との間において、垂直立上部４１の後方側に前部のアンカーボルト挿通用孔
３３が左右に離間して２個形成され、張出板部５３の前方側に後部のアンカーボルト挿通
用孔３４が左右に離間して２個形成されている。
【００２９】
　したがって、車両が衝突して後フランジ部５を後方側に傾倒させる荷重が加わった場合
において、後フランジ部５を支点としてベース部３の前側部分を捲り上げる方向の力が加
わっても、この力を、この前後部のアンカーボルト挿通用孔３３、３４に挿通された少な
くとも４個のアンカーボルトＢが受けることとなる。なお本実施形態では、アンカーボル
ト挿通用孔３３、３４は、前後方向に長軸となる長孔であるが、これに限定されず、左右
方向に長軸となる長孔であってもよく、或いは、円孔であってもよい。
【００３０】
　また前記アンカーボルト挿通用孔３３、３４は、前フランジ部４の垂直立上部４１の下
端と後フランジ部５の張出板部５３の下端との間において、少なくとも前後に２個ずつ計
４個のアンカーボルトが挿通できるようになされていればよく、それ以上の数のアンカー
ボルト挿通用孔を形成していてもよい。また図４（ロ）に示す如く、地覆部に設置された
４個のアンカーボルトＢは、前側２個の方が後側２個よりも長くなされており、支柱１の
前側から荷重を受けた際に、前側の長尺なアンカーボルトＢにより、荷重を効果的に受け
止めることができる。
【００３１】
　以上のような構成の支柱１は、前フランジ部４の前面を車道側に向けて、前記地覆部に
埋設されたアンカーボルトＢをベース部３のアンカーボルト挿通用孔３３、３４に挿通し
てナットＮで締め付けることにより地覆部上に設置され、前フランジ部４の横ビーム取付
板部４５に横ビーム２を取付けることにより、防護柵Ｐが構成される。
【００３２】
　かかる防護柵Ｐによれば、支柱１の前側から荷重を受けた際に、アンカーボルトにかか
る力が分散されるので、前フランジ部４及び後フランジ部５の傾倒時によるアンカーボル
トＢにかかる引抜き力を緩和することができる。
【００３３】
　尚、本実施形態では、前フランジ部４及び後フランジ部５の横幅が上下方向全域に亘っ
て一定幅である場合について説明したが、これに限ったものではなく、いずれか一方、又
は両方とも、例えば上側ほど幅狭となる場合など一定幅でなくてもよい。
【００３４】
　また、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、上記の実施形態に対し適宜変更、改良等が加
えられたものも本発明の範囲内である。例えば、前フランジ部４の垂直立上部４１、横ビ
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ーム取付板部４５及び後フランジ部５の支持板部５３については、ベース部３と直角とな
されることには限定されず、前フランジ部４の垂直立上部４１及び横ビーム取付板部４５
については、後フランジ部５側に傾斜して形成されていてもよく、また後フランジ部５の
支持板部５１についても、前フランジ部５側に傾斜して形成されていてもよい。
【００３５】
　そして図２に記載の、ベース部３の後端と後フランジ部５の張出板部５３下端との距離
Ｔが２０ｍｍ以下であり、かつ後フランジ部５の屈曲部５２の角度αが１４０°～１７０
°の範囲である時、後フランジ部５が張出板部５３の下端で傾倒されず、屈曲部５２を支
点にして後方側に良好に傾倒される。なおベース部３の後端と後フランジ部５の張出板部
５３下端との距離Ｔについては、支柱の製造上、１０ｍｍ以上とするのが好ましい。
【符号の説明】
【００３６】
１　　　支柱
２　　　横ビーム
３　　　ベース部
３１　　上面
３２　　下面
３３　　アンカーボルト挿通用孔
３４　　アンカーボルト挿通用孔
４　　　前フランジ部
４１　　垂直立上部
４２　　第１の屈曲部
４３　　傾斜部
４４　　第２の屈曲部
４５　　横ビーム取付板部
５　　　後フランジ部
５１　　支持板部
５２　　屈曲部
５３　　張出板部
６　　　連結板部
７　　　支柱本体
Ｂ　　　アンカーボルト
Ｎ　　　ナット
Ｐ　　　防護柵
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